
く英文法超基孫艇似＞ Lv.***企食対象：中2•3~
□従民接続詞
話の中心となる英訪カタマリを (T. )と＼＼い、文の中で主語ゃ目的語補語

なとにな某り修飾語として働沃カタマリを（2. )という。その2を作否慟き
をするのが (3. )であ~!

• 3にはく11-. >と(b.. )を導＜ものが蒻！

回鑓疇を作環続詞
名詞節を作るモ）は、従尻胴涜詞の（6. ）、間帯

疑問文を作る(7.. )、間係代＇名詞の (8. )がある。
→和ぞれまた詳しく解読す郡ので、今回はthatだけを頁ヌリ上げます！

国名詞節を作るthat
名疇疇繹I(/)像きをす甜節、つまり（9. )の伽きをす叙

ってこと（（例外はあるけと前置詞の目的語にもなれます．I)

ょ年炉こも血担い迦＞ r私は彼か灰我しがJや恋：詞認ぃJ
o g vcノ

→疇詞の出tt'さ ,.lO. _,という意味の名詞荒になリ、文中で
S·O·C になる。

[1] Sになる場合

＜丑匡皿（to柏e 阿可＞iscerta(‘n.
ｮ sIV1 を「――（◎

→名詞配ヵふ芦．アタマで点ちな文になるので (ll. )を這iに置いて、
鑓嘩を後琴回す！ （←形式‘主語樺文［L~])

一直滋写寧l〈如t hewillcome 如the party> 
S V C 

薇が如Ifーティー lゴ蕊ことは確疇‘..J

[2] 0にな忍応←忍哨略され~!
玉唸い菅血三皿]>「私l羹チムが勝っと信じ疇」

→ sayゃ believe• 柏inkなとの（1.2. )知 Vゃ如owなとの Vの Olこ
that酢ヵ洟る瘍合、凶汀hatはよく（（3. ) ! 



国っづき
[3] Cになる瘍合

謳茫戸古号号學＞r問題l畔麟l渚おと＼心と碇

Cになる加t節の病出表現
• The -fuctis 枷辻"'- : r（午．
• }ne prob!<:m is ~o.t~ :~16. 
• The 廿ouble isthat~:r(8. 

_, •'i s. 
r • r(7. 

「→り9.
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→この加年も（勾． ）で蕊！

[ 4] svocの 0が加t部の場合

ヽ誓管雫寧号＞苧·河厨ウリをコn細お麟‘た‘'と私羹

→贔誓固豊竺贋t she ゎld 仄 l fe>.

女that郁ヵゞ svocの 0 になきとき形式目的語の（2（. )在用いて、that寄let
後ろにお<!（←形式目的語構文［国］）

回時制の一致
如郁の中の勤詞ゃ助歎華Iの時制［現在·過去．未来なと］を、柘atの前の時制

に合わせることぎ時制の一致」という。

He 坦似（枷at) he 迅~ busy>. r-彼は忙しいと言果：J
江I 、----------乏万コ

He 妥疾く（伽at) he 坦加sy>屑皮Iさ l忙しいと言エ l姿』

•X· 伽at寄 IJ助勤詞を使う場合
He 額gく（血） he 皿go 蛤e> 切皮l迂疇くつもリ廷言ふ9気

He 蘊く（加） he 畔駆廿ereゞイ皮はそこへ行く布J筵言亭

＜時制の一致の例外
She 鉱I.dく（血）森叫ks e知w moming>.「脚皮咋蒻病疇と言果
I 如ew< the 印呻fs round.>. 「私 lむ地珠‘が丸いと＼ 9公とを知柔5.J

→伯atm（四 ）や (23． ）．つ寺リ（笠 ) 

系を表すときは時制の一致の影瑠迭受けない。
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